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International Symposium on World-wide Networking of Japanese-Language Teachers’

Associations and Societies

　

 

　はじめに

　2001 年 10 月 27 日、国際交流基金日本語国際セ
ねん がつ にち こく さい こうりゅう き きん に ほん ご こく さい

ンターは東京（国際交流基金国際会議場）で、日本
とうきょう こくさいこうりゅう き きんこくさいかい ぎ じょう に ほん

語教師会・学会国際シンポジウム「国境を越える日
ご きょう し かい がっかいこくさい こっきょう こ に

本語教育－地球規模でのネットワーク作りをめざし
ほん ご きょういく ち きゅう き ぼ づく

て－」を開催しました。近年、さまざまなレベルの
かいさい きんねん

ネットワーク作りが注目されるようになってきまし
づく ちゅうもく

たが、国際交流基金ではネットワークに関連した事
こくさいこうりゅう き きん かんれん じ

業のひとつとして教師会の活動を支援しています。
ぎょう きょう し かい かつ どう し えん

このシンポジウムには、国内外の日本語教師会･学
こく ない がい に ほん ご きょう し かい がっ

会から 12 名と国際交流基金から１名がパネリスト
かい めい こく さい こうりゅう き きん めい

として出席しました。会場には 200 名近くの参加者
しゅっせき かいじょう めいちか さん か しゃ

が集まり、このテーマに対する関心の高さが伺えま
あつ たい かんしん たか うかが

す。

　シンポジウムは、第 1 部「現在の主な役割と今後
だい ぶ げんざい おも やくわり こん ご

の課題」、第 2 部「教育段階別の教師会の役割分担、
か だい だい ぶ きょういくだんかいべつ きょう し かい やくわりぶんたん

他の教育段階との連携」、第 3 部「国を越えた交流･
た きょういくだんかい れんけい だい ぶ くに こ こうりゅう

連携の実践例、今後の可能性」に分かれて報告が行
れんけい じっせんれい こん ご か のうせい わ ほうこく おこな

われました。

　１． 各教師会･学会からの報告
かく きょう し かい がっ かい ほう こく

　第 1 部では、主に各教師会･学会の活動と、その
だい ぶ おも かくきょう し かい がっ かい かつ どう

国の日本語教育事情や今後の課題について報告され
くに に ほん ご きょういく じ じょう こん ご か だい ほうこく

ました。

　教師会の活動には、学習者のための活動と教師の
きょう し かい かつどう がくしゅうしゃ かつどう きょう し

ための活動があります。学習者のための活動として
かつどう がくしゅうしゃ かつどう

は、たとえば日本語学習の意欲を高めるために、作
に ほん ご がくしゅう い よく たか さく

文コンテストや日本文化体験行事の開催、子ども向
ぶん に ほんぶん か たいけんぎょう じ かいさい こ む

けの日本語テストの実施、教材の開発･発行などが
に ほん ご じっ し きょう ざい かい はつ はっ こう

行われています。また、教師のための活動としては、
おこな きょう し かつどう

教授法･教室活動の研修や文化紹介の研修、コン
きょう じゅ ほう きょう しつ かつ どう けんしゅう ぶん か しょう かい けんしゅう

ピュータを使った日本語教育の研修、機関誌の発行
つか に ほん ご きょういく けんしゅう き かん し はっこう

などが行われています。「すし＆シャンペン・ナイト」
おこな

というパーティーを開催し、会員相互の交流を深め
かいさい かいいんそう ご こうりゅう ふか

ている（ビクトリア州日本語教師会：オーストラリ
しゅう に ほん ご きょう し かい

ア）という報告もありました。
ほうこく

　今後の課題としては、さまざまな形で連携を深め
こん ご か だい かたち れんけい ふか

ていきたいという意見が多く出されています。たと
い けん おお だ

えば、多様化した学習者への対応や日本語教育のメ
た よう か がくしゅうしゃ たいおう に ほん ご きょういく

リット提供について、商工会議所などを含む多様な
ていきょう しょうこうかい ぎ しょ ふく た よう

機関が連携した「日本語協議会」が発足することに
き かん れんけい に ほん ご きょう ぎ かい ほっそく

なった（日本語普及センター：ブラジル）、活動範
に ほん ご ふ きゅう かつ どう はん

囲を隣国の教師会と協力するよう広げて、他国の日
い りんこく きょう し かい きょうりょく ひろ た こく に

本語教師との意義ある交流を深めたい（インド日本
ほん ご きょう し い ぎ こうりゅう ふか に ほん

語教師会：インド）などです。この他、学習者の支
ご きょう し かい ほか がくしゅうしゃ し

援に関連して多文化・多言語共生社会を実現するた
えん かんれん た ぶん か た げん ご きょうせいしゃかい じつげん

めの日本語教育を提言する（日本語教育学会：日
に ほん ご きょう いく てい げん に ほん ご きょう いく がっ かい に

本）など、社会的な貢献についても述べられました。
ほん しゃかいてき こうけん の

また、予算や人手の不足が、どの教師会･学会にとっ
よ さん ひと で ふ そく きょう し かい がっかい

ても問題になっているとのことです。
もんだい

日本語教師会・学会国際シンポジウム
に ほん ご きょう し かい がっ かい こく さい

日本語国際センター情報交流課
に ほん ご こく さい じょう ほう こう りゅう か

『国境を越える日本語教育－地球規模でのネットワーク作りをめざして－』
こっ きょう こ に ほん ご きょう いく ち きゅう き ぼ づく
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　第 2 部では、各教師会の活動のほかに、教育段階
だい ぶ かくきょう し かい かつどう きょういくだんかい

を越えた連携や、国内･国外の教師会との連携につ
こ れん けい こく ない こく がい きょう し かい れん けい

いて報告が行われました。まず、１つ目の連携、す
ほうこく おこな め れんけい

なわち中等教育から高等教育への継続学習について
ちゅうとうきょういく こうとうきょういく けいぞくがくしゅう

ですが、それを保証するための交流や研究に関連し
ほ しょう こうりゅう けんきゅう かんれん

て、「ナショナル・スタンダード」（注 1）の策定に
ちゅう さく てい

より教育の全体像を示すことができ、今まで見えな
きょういく ぜんたいぞう しめ いま み

かったものが見えてきた（米国北東部日本語教師
み べい こく ほく とう ぶ に ほん ご きょう し

会：米国）、中等教育と高等教育の連携の中でカリ
かい べい こく ちゅう とうきょう いく こう とうきょう いく れん けい なか

キュラムが組まれた（同：米国オレゴン州）、教育
く どう べい こく しゅう きょう いく

段階別の教師会が集まり対話が始まった（ドイツ語
だんかいべつ きょう し かい あつ たい わ はじ ご

圏大学日本語教育研究会：ドイツ）など、いくつか
けんだいがく に ほん ご きょういくけんきゅうかい

具体的な報告がなされています。
ぐ たいてき ほうこく

　次に、国内・国外の連携については、「継承語と
つぎ こく ない こく がい れん けい けいしょう ご

しての日本語教育」や「教育としての日本語」など、
に ほん ご きょういく きょういく に ほん ご

共通のテーマを持つ教師会・学会が情報や意見の交
きょうつう も きょう し かい がっかい じょうほう い けん こう

換をしたり、共同のプロジェクトを進めたりするな
かん きょうどう すす

どの提案がありました。また、学習者のニーズの多
ていあん がくしゅうしゃ た

様化、デジタル化が進む日本語教育環境に対応して、
よう か か すす に ほん ご きょういくかんきょう たいおう

デジタル・ネットの活性化も話題にのぼっています。
かっせい か わ だい

日本語教育機関のネットワーク化、ホームページ・
に ほん ご きょういく き かん か

コンテンツの開発と提供、デジタル化に対応できる
かいはつ ていきょう か たいおう

教師の養成、日本語フォントの標準化、さらに、相
きょう し ようせい に ほん ご ひょうじゅん か そう

互作用を生み出すためのシステム構築など、これか
ご さ よう う だ こうちく

らの課題もあげられました。
か だい

　第３部では、国の枠を越えた活動をしている２つ
だい ぶ くに わく こ かつどう

の教師会から報告がありました。
きょう し かい ほうこく

　「ヨーロッパ日本語教師会」と「中東日本語教師
に ほん ご きょう し かい ちゅう とう に ほん ご きょう し

連絡会」は、それぞれシンポジウムの開催などで、
れん らく かい かい さい

各加盟国の日本語教育事情の理解と、教師の相互交
かく か めいこく に ほん ご きょういく じ じょう り かい きょう し そう ご こう

流を進めています。欧州では、各国間の教育交流が
りゅう すす おうしゅう かっこくかん きょういくこうりゅう

進み、外国語教育の共通フレームワークの策定など
すす がいこく ご きょういく きょうつう さくてい

も実施されていますが、日本語はまだその中に取り
じっ し に ほん ご なか と

入れられていません。欧州での日本語教育の位置付
い おうしゅう に ほん ご きょういく い ち づ

けを明確にしていくことも、これからの教師会の重
めいかく きょう し かい じゅう

要な役割として報告されています。中東地域からは、
よう やくわり ほうこく ちゅうとう ち いき

学習者の動機付け、リソースなどの点で恵まれてい
がくしゅうしゃ どう き づ てん めぐ

るエジプトやトルコと、困難な状況におかれている
こんなん じょうきょう

その他の国々との間の協力関係などについて報告が
た くにぐに あいだ きょうりょくかんけい ほうこく

ありました。

注 1）ナショナル・スタンダード（National standards）
ちゅう

     米国で、幼稚園から大学４年生までの外国語を
べいこく よう ち えん だいがく ねんせい がいこく ご

含む 17 教科のスタンダード、ベンチ・マーク（基
ふく きょう か き

準、水準）を設定したもの
じゅん すいじゅん せってい

　２． 討議内容
とう ぎ ない よう

　討議では、なぜネットワークが必要なのか、教師
とう ぎ ひつよう きょう し

会の意義とは何かについても議論されました。パネ
かい い ぎ なに ぎ ろん

リストからは、日本語教育学を学問分野として社会
に ほん ご きょういくがく がくもんぶん や しゃかい

的に認めさせる、団体交渉権が得られるなどの社会
てき みと だんたいこうしょうけん え しゃかい

的な側面と、自己研修のため、また、テーマごとに
てき そくめん じ こ けんしゅう

集まれるなど、教師の研鑚の場としての実務的側面、
あつ きょう し けんさん ば じつ む てきそくめん

の主に２つがあげられました。
おも

　次に、日本語教育の理念とは何か、何で学習者を
つぎ に ほん ご きょういく り ねん なに なに がくしゅうしゃ

ひきつけるかという点では、日本語を学習すると自
てん に ほん ご がくしゅう じ

分が変わる、日本語に限らず「教育」の最終目標は、
ぶん か に ほん ご かぎ きょういく さいしゅうもくひょう

学習者が他者を理解した上で「自分を知る」こと、
がくしゅう しゃ た しゃ り かい うえ じ ぶん し

本当の国際平和につながる、などがあげられていま
ほんとう こくさいへい わ

す。自動翻訳機が実用化される時代には、「自動車」
じ どうほんやく き じつよう か じ だい じ どうしゃ

や「電気製品」などの経済的側面だけではなく、相
でん き せいひん けいざいてきそくめん そう

互理解と交流をめざす日本語教育が大切だという意
ご り かい こうりゅう に ほん ご きょういく たいせつ い

見もありました。そして、ではなぜ日本語教育なの
けん に ほん ご きょういく

か、という問いに答えるためには、日本が魅力的で
と こた に ほん み りょくてき

あることが大切なので、日本にしっかりしてもらい
たいせつ に ほん

たいという意見も聞かれたのです。
い けん き

　また、第１部から第３部までの報告や討議の内容
だい ぶ だい ぶ ほうこく とう ぎ ないよう

から、日本語を教えることの意味の問い返しが地球
に ほん ご おし い み と かえ ち きゅう

規模のテーマであること、次世代の教員養成を行う
き ぼ じ せ だい きょういんようせい おこな

場合にはネットワークを組織する能力が大切になっ
ば あい そ しき のうりょく たいせつ

てくること、教師、学習者のネットワークの組織化
きょう し がくしゅうしゃ そ しき か

が必要であることなどが改めて確認されました。さ
ひつよう あらた かくにん

らに、ことばは国益や国策に結びつきやすく、教師
こくえき こくさく むす きょう し

が社会的状況に対して無関心でいるのはよくないこ
しゃかいてきじょうきょう たい む かんしん

と、双方向の多言語学習環境を作ることなど、教師
そうほうこう た げん ご がくしゅうかんきょう つく きょう し

の姿勢や役割についてのコメントもありました。
し せい やく わり

ネットワーク形成に関しては、多様な社会的事情、
けい せい かん た よう しゃ かい てき じ じょう

日本語教育事情を有する地域差への配慮や支援が求
に ほん ご きょういく じ じょう ゆう ち いき さ はいりょ し えん もと

められています。

　３． 今後の展望（これからにつなげ
こん ご てん ぼう

たいこと、今すぐできること）
いま

　討議では、今後の展望についてさまざまな意見が
とう ぎ こん ご てんぼう い けん

日本語教師会・学会国際シンポジウム
に ほん ご きょう し かい がっかいこくさい



日本語教師会・学会国際シンポジウム
に ほん ご きょう し かい がっかいこくさい

出されました。今すぐできる課題としては、インター
だ いま か だい

ネットの活用が多くの教師会から提案されています。
かつよう おお きょう し かい ていあん

学生の交換留学をスムーズにするために、各教育機関の
がくせい こうかんりゅうがく かくきょういく き かん

コース内容をそれぞれのホームページで公開してほしい
ないよう こうかい

（英国日本語教育学会：英国）という意見や、海外の機
えいこく に ほん ご きょう いくがっかい えいこく い けん かいがい き

関を日本語国際センターのホームページからもリンクして
かん に ほん ご こくさい

ほしいという意見（韓国日本学会：韓国）が出されました。
い けん かんこく に ほんがっかい かんこく だ

（http://www.jpf.go.jp/j/urawa/world/kunibetsu/

index.html（教師会）、http://www.jpf.go.jp/j/urawa/
きょう し かい

world/institutionsearch（日本語教育機関））
に ほん ご きょういく き かん

また、学習者主体のネットワークを教師が支援する、
がくしゅうしゃしゅたい きょう し し えん

地域や国を越えて共通のテーマで教師が連携する、
ち いき くに こ きょう つう きょう し れん けい

など今後のネットワーク活動の可能性も提起されま
こん ご かつどう か のうせい ていあん

した。シンポジウムの成果として、ネットワークが
せい か

必要だということが確認されたこと、今回参加した
ひつよう かくにん こんかいさん か

13 人の間ですでに人的ネットワークができ、情報
にん あいだ じん てき じょう ほう

や意見の交換が続けられるようになったことなどが
い けん こうかん つづ

あげられます。終了にあたっては、今後もこのよう
しゅうりょう こん ご

な企画が継続されることを望む、という意見が多数
き かく けいぞく のぞ い けん た すう

ありました。
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出席者名
しゅっ せき しゃ めい

水谷　修　　　名古屋外国語大学教授　（委員長）
みず たに おさむ

尾崎　明人　　名古屋大学教授
お ざき あき と

春原　憲一郎　海外技術者研修協会
はる はら けん いち ろう

佐久間　勝彦　聖心女子大学教授
さ く ま かつ ひこ

パネリスト

シンポジウム　コーディネーター

清水 陽一（日本）
し みず よう いち

国際交流基金日本研究部

ジャクリン　ルース　ブラウン（オーストラリア）
ビクトリア州日本語教師会 

〈設立 / 会員数〉 1970 年 /380 名 

〈組織概要〉  ビクトリア州の主に初等・中等教育機関の

日本語教師の組織。 

丹羽　義和（ブラジル）
に わ よし かず

日本語普及センター

〈設立 / 会員数〉 1985 年 /917 名 

〈組織概要〉  日系社会を中心とした日本語教育機関、日

本語教師の全国規模の組織。 

サトヤ　ブシャン　ヴァルマ（インド）
インド日本語教師会 

〈設立 / 会員数〉 1996 年 /95 名

〈組織概要〉  日本語教育機関、日本語教師による全国規

模の組織。

ワワン　ダナサスミタ（インドネシア）
インドネシア日本語教育学会 

〈設立 / 会員数〉 1999 年 /300 名

〈組織概要〉  日本語教育に携わる教師を包括する全国規

模の組織。

西原　鈴子（日本）
にし はら すず こ

日本語教育学会 

〈設立 / 会員数〉 1977 年 /4,166 名

〈組織概要〉  活動地域を国内に限定しないすべての教育

段階の日本語教育関係者の組織。

田中　和美（英国）
た なか かず み

英国日本語教育学会 

〈設立 / 会員数〉 1998 年 /130 名 

〈組織概要〉  高等教育機関の日本語教師の組織。 

山田　ボヒネック　頼子（ドイツ）
やま だ より こ

ドイツ語圏大学日本語教育研究会 

〈設立 / 会員数〉 1994 年 /47 名

〈組織概要〉 高等教育の日本語教師の全国規模の組織。 

津田　和男（米国）
つ だ かず お

米国北東部日本語教師会

〈設立 / 会員数〉 1992 年 /124 名

〈組織概要〉  米国北東部の中学･高校教師の組織。小学校

教師も含む。

胡　振平（中国）
コ シン ペイ

中国日語教学研究会

〈設立 / 会員数〉 1982 年 /1,000 名

〈組織概要〉  日本語専攻コースをもつ大学の日本語教師

の組織。

李　徳奉（韓国）
イー トク ボン

韓国日本学会 

〈設立 / 会員数〉 1973 年 /1,555 名

〈組織概要〉  韓国で最も古い日本関係の学会。日本学全

般にわたる全国規模の組織。

磯　洋子（ドイツ）
いそ よう こ

ヨーロッパ日本語教師会 

〈設立 / 会員数〉 1995 年 /178 名

〈組織概要〉  日本人を中心とした欧州の日本語教師の組

織。 

ガーダ　ムスタファ　ムスタファ　ムーサ（エジプト）
中東日本語教師連絡会 

〈設立 / 会員数〉 1999 年 /35 名 

〈組織概要〉  中東 8 か国（バーレーン、エジプト、イラ

ン、ヨルダン、モロッコ、サウジアラビ

ア、シリア、トルコ）の日本語教師の組織。
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